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１．シーケンサデバイス割付･ラダー説明

1.1　システム構成

1.2　パラメータ･デバイス一覧
CC-Linkマスタ設定
先頭I/O No. 0000
種別 マスタ局
データリンク種別 マスタ局CPUパラメータ自動起動

モード設定 リモートネットVer.1モード
総接続台数 1
リモート入力（ＲＸ）リフレッシュデバイス X1000
リモート出力（ＲＹ）リフレッシュデバイス Y1000
リモートレジスタ（ＲＷｒ）リフレッシュデバイス D0
リモートレジスタ（ＲＷｗ）リフレッシュデバイス D100

局情報
局種別 占有局数 リモート局点数 予約/無効局指定 インテリジェント用バッファ指定（ワード）

送信 受信 自動
1/1 リモートバイス局 １局占有 　 設定無し

Ｘ
F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

X1000 センサ入力15 センサ入力14 センサ入力13 センサ入力12 センサ入力11 センサ入力10 センサ入力9 センサ入力8 センサ入力7 センサ入力6 センサ入力5 センサ入力4 センサ入力3 センサ入力2 センサ入力1 センサ入力0

X1010 リモートREADY エラー状態
イニシャル設定
完了

Ｙ
F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

Y1000
空きユニット設
定15

空きユニット設
定14

空きユニット設
定13

空きユニット設
定12

空きユニット設
定11

空きユニット設
定10

空きユニット設
定9

空きユニット設
定8

空きユニット設
定7

空きユニット設
定6

空きユニット設
定5

空きユニット設
定4

空きユニット設
定3

空きユニット設
定2

空きユニット設
定1

空きユニット設
定0

Y1010
エラーリ
セット

イニシャル設定
要求

拡張サイクリック設定台数/局番

S
C

-
G

U
2
-
C

/
S
C

-
G

U
3
-
0
1

CC-Link用
通信ケーブル

直流電源
24V DC

Ｑ０6H QJ61BT11N

局番：１
通信速度：１０Ｍ
１局占有

ＧＯＴ１０００
RS-232
ケーブル

　
F
X
-
3
0
1

　
F
X
-
3
0
1

　
F
X
-
5
0
2

　
D

P
S
-
4
0
1

　
L
S
-
4
0
3

　
F
X
-
5
0
1

　
F
X
-
5
0
1

S
C

-
G

U
2
-
E
U

/
S
C

-
G

U
3
-
E
U

(注)SC-GU3-01の場合、リンクケーブルは不要
です。
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Ｄ
D0 RWr0 CC-Link通信ユニットSC-GU2-C割り当て

D1 RWr1 センサアンプからの通信返信データ

D2 RWr2
D3 RWr3

D100 RWw0 CC-Link通信ユニットSC-GU2-C割り当て

D101 RWw1 センサアンプへの通信要求データ

D102 RWw2
D103 RWw3

D200 センサ０－取得データ １時保存バッファ D250 センサ０－しきい値GOT表示データ D300 センサ０－検出値GOT表示データ

D201 目次 D251 センサ１－しきい値GOT表示データ D301 センサ１－検出値GOT表示データ

D202 センサ２－取得データ １時保存バッファ D252 センサ２－しきい値GOT表示データ D302 センサ２－検出値GOT表示データ

D203 センサ３－取得データ １時保存バッファ D253 センサ３－しきい値GOT表示データ D303 センサ３－検出値GOT表示データ

D204 1 D254 センサ４－しきい値GOT表示データ D304 センサ４－検出値GOT表示データ

D205 センサ５－取得データ １時保存バッファ D255 センサ５－しきい値GOT表示データ D305 センサ５－検出値GOT表示データ

D206 センサ６－取得データ １時保存バッファ D256 センサ６－しきい値GOT表示データ D306 センサ６－検出値GOT表示データ

D207 センサ７－取得データ １時保存バッファ D257 センサ７－しきい値GOT表示データ D307 センサ７－検出値GOT表示データ

D208 センサ８－取得データ １時保存バッファ D258 センサ８－しきい値GOT表示データ D308 センサ８－検出値GOT表示データ

D209 センサ９－取得データ １時保存バッファ D259 センサ９－しきい値GOT表示データ D309 センサ９－検出値GOT表示データ

D210 センサ１０－取得データ １時保存バッファ D260 センサ１０－しきい値GOT表示データ D310 センサ１０－検出値GOT表示データ

D211 センサ１１－取得データ １時保存バッファ D261 センサ１１－しきい値GOT表示データ D311 センサ１１－検出値GOT表示データ

D212 センサ１２－取得データ １時保存バッファ D262 センサ１２－しきい値GOT表示データ D312 センサ１２－検出値GOT表示データ

D213 センサ１３－取得データ １時保存バッファ D263 センサ１３－しきい値GOT表示データ D313 センサ１３－検出値GOT表示データ

D214 センサ１４－取得データ １時保存バッファ D264 センサ１４－しきい値GOT表示データ D314 センサ１４－検出値GOT表示データ

D215 センサ１５－取得データ １時保存バッファ D265 センサ１５－しきい値GOT表示データ D315 センサ１５－検出値GOT表示データ

Ｍ
M0 しきい値読込：セットされるとしきい値読込コマンド実行
M1 しきい値読込完了待ちの保持
M2 検出値読込：セットされると検出値読込開始

設定モード移行時にこのデバイスをリセットする。
M3 検出値読込ウェイト

M10 スイッチ機能切換用インターロック

M100 設定モード解除要求
M110 設定モード実行中
M111 設定モード解除後の待ち時間保持
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1.3　ラダー処理説明
通常コマンド送受信処理：Ｐ１００～
　　データを取得するコマンドを一度だけ送信します。サンプルではしきい値の取得に使用しています。

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-0選択状態（"D0.8"が
セット状態）の場合に、取得したデータ（SD0：１台目のセンサアン
プ）をセンサ0-取得データ 一時保存バッファに保存。（D3 → D200）

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-1選択状態"D0.9"がセッ
ト状態の場合に、取得したデータ（SD1～SD3：２台目～４台目のセ
ンサアンプ）をセンサ１～センサ３-取得データ 一時保存バッファに
保存する。（D1,D2,D3 → D201,D202,D203）

Page-1選択フラグ"D100.9"をセットし、他のPage選択フラグはリ
セットする。（H'203 → D100）

Page-2選択フラグ"D100.A"をセットし、他のPage選択フラグはリ
セットする。（H'403 → D100）

Page-3選択フラグ"D100.B"をセットし、他のPage選択フラグはリ
セットする。（H'803 → D100）

Page-4選択フラグ"D100.C"をセットし、他のPage選択フラグはリ
セットする。（H'1003 → D100）

Page-5選択フラグ"D100.D"をセットし、他のPage選択フラグはリ
セットする。（H'2003 → D100）

全てのユニットからのデータを取得完了したので、次のコマンドに
備えて送信要求フラグ"D100.0"、ALL選択フラグ"D100.1"をリセッ
トする。また、Page-1選択フラグ"D100.8"をセットし、Page-1選択
に戻す。（H'100 → D100）

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-2選択状態"D0.A"がセッ
ト状態の場合に、取得したデータ（SD4～SD6：５台目～７台目のセ
ンサアンプ）をセンサ４～センサ６-取得データ 一時保存バッファに
保存する。（D1,D2,D3 → D204,D205,D206）

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-3選択状態"D0.B"がセッ
ト状態の場合に、取得したデータ（SD7～SD9：８台目～１０台目の
センサアンプ）をセンサ７～センサ９-取得データ 一時保存バッファ
に保存する。（D1,D2,D3 → D207,D208,D209）

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-4選択状態"D0.C"がセッ
ト状態の場合に、取得したデータ（SD10～SD12：１１台目～１３台目
のセンサアンプ）をセンサ１０～センサ１２-取得データ 一時保存
バッファに保存する。（D1,D2,D3 → D210,D211,D212）

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-5選択状態"D0.D"がセッ
ト状態の場合に、取得したデータ（SD13～SD15：１４台目～１６台目
のセンサアンプ）をセンサ１３～センサ１５-取得データ 一時保存
バッファに保存する。（D1,D2,D3 → D213,D214,D215）

送信完了フラグ"D0.0"がリセット状態の場合、コマンドを送信する
ユニットを"D102"に設定し送信要求フラグ"D100.0"をセットする。
（H'** → D102）この場合は、ＡＬＬ設定"D100.1"をセットして接続さ
れているセンサアンプ全てにコマンドを送信する。また、"D100.8"を
セットしてPage-1を選択する。（H'103 → D100）
※コマンドはコール元で設定
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検出値コマンド送受信処理：Ｐ２００～
　　検出値を連続で取得します。

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-0選択状態（"D0.8"が
セット状態）の場合に、取得したデータ（SD0：１台目のセンサアン
プ）をセンサ0-検出値GOT表示データに保存。（D3 → D300）

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-1選択状態"D0.9"がセッ
ト状態の場合に、取得したデータ（SD1～SD3：２台目～４台目のセ
ンサアンプ）をセンサ１～センサ３-検出値GOT表示データに保存す
る。（D1,D2,D3 → D301,D302,D303）

Page-1選択フラグ"D100.9"をセットし、他のPage選択フラグはリ
セットする。（H'203 → D100）

Page-2選択フラグ"D100.A"をセットし、他のPage選択フラグはリ
セットする。（H'403 → D100）

Page-3選択フラグ"D100.B"をセットし、他のPage選択フラグはリ
セットする。（H'803 → D100）

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-2選択状態"D0.A"がセッ
ト状態の場合に、取得したデータ（SD4～SD6：５台目～７台目のセ
ンサアンプ）をセンサ４～センサ６-検出値GOT表示データに保存す
る。（D1,D2,D3 → D304,D305,D306）

送信完了フラグ"D0.0"がリセット状態の場合、検出値取得コマンド：
H'A1を"D101"にセット、コマンドを送信するユニットを"D102"に設
定し送信要求フラグ"D100.0"をセットする。（H'** → D102）　サンプ
ルでは、ＡＬＬ設定"D100.1"をセットして接続されているセンサアン
プ全てにコマンドを送信するため"H'0"を"D102"に設定。取得周期
を設定する場合は"D103"に"1～255"の数値を設定する。
条件設定後、送信要求フラグ"D100.0"をセットすると同時に、
"D100.8"をセットしてPage-1を選択する。（H'103 → D100）

Page-4選択フラグ"D100.C"をセットし、他のPage選択フラグはリ
セットする。（H'1003 → D100）

Page-5選択フラグ"D100.D"をセットし、他のPage選択フラグはリ
セットする。（H'2003 → D100）

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-3選択状態"D0.B"がセッ
ト状態の場合に、取得したデータ（SD7～SD9：８台目～１０台目の
センサアンプ）をセンサ７～センサ９-検出値GOT表示データに保存
する。（D1,D2,D3 → D307,D308,D309）

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-4選択状態"D0.C"がセッ
ト状態の場合に、取得したデータ（SD10～SD12：１１台目～１３台目
のセンサアンプ）をセンサ１０～センサ１２-検出値GOT表示データ
に保存する。（D1,D2,D3 → D310,D311,D312）
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全てのユニットからのデータを取得完了したので、次のコマンドに
備えて送信要求フラグ"D100.0"、ALL選択フラグ"D100.1"をリセッ
トする。また、Page-1選択フラグ"D100.8"をセットし、Page-1選択
に戻す。（H'100 → D100）

送信完了フラグ"D0.0"がセットされ、Page-5選択状態"D0.D"がセッ
ト状態の場合に、取得したデータ（SD13～SD15：１４台目～１６台目
のセンサアンプ）をセンサ１３～センサ１５-検出値GOT表示データ
に保存する。（D1,D2,D3 → D313,D314,D315）

待ち時間を設定：現状は"0"で待ち時間なし。

SDF-0010-A5



設定モードの処理（基本的なセンサ設定を行うことができるモード）
　　センサの基本的な設定を行うことが出来る設定モードのサンプルです。
　　”１ｃｈ”などの表示部分のスイッチを押すと画面が切り替わり設定モードになります。表示される画面はあらかじめ設定されています。

書き込み処理はGOTからの制御のみで完結します。
書き込み要求"Y100E"をセットし書き込み完了"X100E"がセットされる
のを確認してから、書き込み要求"Y100E"をリセットし、書き込み完了
"X100E"がリセットされるのを確認して終了。

GOTの"デジタルセンサモニタ画面"で"1ch"などと表示されてい
る部分をタッチすると、デバイス"M110"がセットされる。（GOTで
の制御）
"M110"がセットされると、送信要求フラグ"D100.0"をリセットし検
出値の取得を停止します。
同時にタイマ"T4"がスタートし設定時間後、設定モードコマンド
"H'31"を送信します。
・H'31 → D101：設定モードコマンドセット
・H'00 → D102：センサ選択クリア
・H'00 → D103：送信データクリア
・GOTから押されたセンサアンプに対応する値を"Y1008～
Y100C"にセット
条件設定後、送信要求フラグ"D0.0"をセットする。（H'101 →
D100）

設定モードコマンドを送信するとリモートＲＥＡＤＹ"X101B"が一
度リセットし、約２００ｍｓ後に再度セットされるので、リモートＲ
ＥＡＤＹ"X101B"のセットを確認して設定の読み出し要求
"Y100F"をセットする。
再度センサから設定を読み出す場合（GOT側の"設定読み込
み"操作時）も同様です。

読み出し完了"X100F"がセットされたのを確認し、読み出した
データを書き込みデータ領域に転送し（D0,D1,D2,D3 →
D100,D101,D102,D103）
※書き込みデータがカラなので読み出したデータをそのまま
設定する。

読み出し要求"Y100F"をリセットする。
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設定モード終了処理
ＧＯＴ側で設定モード画面の”戻る”を選択したときに"M100"が
セットされます。"M100"がセットされると設定モード終了
"H'FFFF"をD103に設定し、書き込み領域のデータをクリアして書
き込み要求"Y100E"をセットします(H'00 → D100,D101,D102)。同
時に"M110"をリセットします。

設定モード終了後Ｔ５の時間待ったあと、設定モード解除
後待ち時間保持"M111"をセットする。

設定モード終了時もリモートＲＥＡＤＹ"X101B"が一度リセット
し、再度セットされるので、リセットされたタイミングで書き込み
領域のデータをクリアします。(H'00 → Y1000,～Y100F,D103)

 各フラグをリセットし（M0：しきい値読み込み,M2：検出値読み
込み,M100：設定モード解除要求）、設定モード解除後待ち時
間保持"M111"をセットします。

設定モード解除後待ち時間保持"M111"がセットされると設定
モード解除要求"M100"をリセットするとともにタイマ"T0"をス
タートします。

タイマ"T0"の設定時間経過後、しきい値読み込み"M0"をセッ
トするととみに設定モード解除要求"M111"をリセットします。

通常モードが再開します。
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通常動作時（しきい値の取得、検出値の取得）

送信要求フラグ"D100.0"、ALL選択フラグ"D100.1"をクリアす
る。また、Page-1選択フラグ"D100.8"をセットし、Page-1選択
に戻す。

しきい値読込コマンド"H'83"を送信コマンド"D101"に設定し、送
信データをクリアします。（H'00 → D103）

タイマ"T1"の設定時間の間、通常コマンド送信
"P100"をコールします。

タイマ"T1"の設定時間後、しきい値読み込み"M0"をリセット
し、取得した一時保存バッファにあるデータ：D200～D215をし
きい値GOT表示データへ移動します。（D200～D215 → D250
～D265）

送信完了フラグ"D0.0"がクリアされるまで、しきい値読み込み
完了待ち保持フラグ"M1"をセットし、送信完了フラグ"D0.0"が
リセットされたら、しきい値読み込み完了待ち保持フラグ"M1"
をリセットし、検出値読み込みウェイト"M3"をセットする。

検出値コマンド送受信処理ルーチン"P200"をコールし続けま
す。

しきい値取得から検出値取得コマンド送信まで"T3"タイマ
の間ウエイトし、検出値読み込み"M2"をセットする。
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エラー時の処理：CC-LinkユニットSC-GU2-C側のEXT.スイッチでエラーをクリアできるので、その操作でイニシャル設定を実行

エラーフラグ"X101A"がりセットされた時に、イニシャル設定要
求"Y1019"をセットします。

イニシャル設定完了"X1019"がセットされたら、イニシャル
設定要求"Y1019"をリセットします。
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２．各画面のCC-Linkサイクリックデバイス割付

2.1　CC-Linkサイクリックデバイス割付（DPS-401）

リモート入力(SC-GU2-C→マスタ)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス H'F H'E H'D H'C H'B H'A H'9 H'8 H'7 H'6 H'5 H'4 H'3 H'2 H'1 H'0

リモートレジスタ(SC-GU2-C→マスタ)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス H'F H'E H'D H'C H'B H'A H'9 H'8 H'7 H'6 H'5 H'4 H'3 H'2 H'1 H'0

リモート出力(マスタ→SC-GU2-C)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス H'F H'E H'D H'C H'B H'A H'9 H'8 H'7 H'6 H'5 H'4 H'3 H'2 H'1 H'0

リモートレジ 目次

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス H'F H'E H'D H'C H'B H'A H'9 H'8 H'7 H'6 H'5 H'4 H'3 H'2 H'1 H'0

※設定モード解除コマンドに設定しているため、OUT2－しきい値は”－１（H'FFFF）”は設定できません。

OUT1-しきい値１（通常出力モード時にOUT1-しきい値１にしきい値を設定するとOUT1-しきい値２も同じ値が設定されます。）

OUT1-しきい値２（ウインドコンパレータ時　数値小側）

OUT2-しきい値

1
OUT1
NO/NC

HYS

ヘッド情報 Eco

OUT1-しきい値１（通常出力モード時にOUT1-しきい値１にしきい値を設定するとOUT1-しきい値２も同じ値が設定されます。）

OUT1-しきい値２（ウインドコンパレータ時　数値小側）

HYS

RWw(2)

RWw(3)

SPED

RWw(1)

OUT1
Key
Lock

RWw(0) Eco

ch設定（*1） 未使用

RY(1) 未使用（システムで使用）

RY(0) 読込 書込

RWr(2)

RWr(3) OUT2-しきい値

SPED

RWr(1)

OUT1
Key
Lock

RWr(0)
OUT2
NO/NC

OUT1
NO/NC

RX(0) 読込

RX(1) 未使用（システムで使用）

書込 ch設定 機種設定(*2）

①

⑧ ⑨⑦ ③

①

②

④ ⑥⑤

②

③

④ ⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

⑧ ⑨⑦ ③

①

②

④ ⑥

（*1）ch設定について
センサアンプ 1台目：Ｈ'００　＝ B'０００００
センサアンプ 2台目：Ｈ'０１　＝ B'００００１
センサアンプ 3台目：Ｈ'０２　＝ B'０００１０
　　・
　　・
センサアンプ16台目：Ｈ'０Ｆ　＝ B'０１１１１

（*2）機種設定について
データを読み込んだセンサアンプの種類によって
次のような値が返信されます。
　ファイバアンプ ：ＦＸ－３０１   → Ｈ'０1
　レーザアンプ   ：ＬＳ－４０３   → Ｈ'０２
　圧力アンプ      ：ＤＰＳ－４０１→ Ｈ'０３
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2.2　CC-Linkサイクリックデバイス割付（LS-403）

リモート入力(SC-GU2-C→マスタ)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス H'F H'E H'D H'C H'B H'A H'9 H'8 H'7 H'6 H'5 H'4 H'3 H'2 H'1 H'0

リモートレジスタ(SC-GU2-C→マスタ)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス H'F H'E H'D H'C H'B H'A H'9 H'8 H'7 H'6 H'5 H'4 H'3 H'2 H'1 H'0

リモート出力(マスタ→SC-GU2-C)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス H'F H'E H'D H'C H'B H'A H'9 H'8 H'7 H'6 H'5 H'4 H'3 H'2 H'1 H'0

リモートレジ 目次

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス H'F H'E H'D H'C H'B H'A H'9 H'8 H'7 H'6 H'5 H'4 H'3 H'2 H'1 H'0

OUT2

RWr(2) Eco OUT1-タイマ時間

SPED

RWr(1) HYS OUT1-しきい値（ウインドコンパレータ時はSL_2になります）

RWr(0)
OUT2
L/d

RX(0) 読込

RX(1) 未使用（システムで使用）

書込 ch設定 機種設定(*2）

OUT1 E_oF
Key
Lock

OUT1-TIMER

RWr(3)

OUT1
L/d

ch設定(*1) 未使用RY(0) 読込 書込

M.G.S OUT2-しきい値

RY(1) 未使用（システムで使用）

OUT1-TIMER SPED

RWw(1) HYS OUT1-しきい値（ウインドコンパレータ時はSL_2になります）

OUT1 E_oF
Key
Lock

RWw(0) 1
OUT1
L/d

OUT2

RWw(2) Eco OUT1-タイマ時間

RWw(3) M.G.S OUT2-しきい値

①

⑧⑨

⑦

③

①

②

④

⑥

⑤

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑩

⑧⑨

⑦

③

①

②

④

⑥

⑤

⑩

（*1）ch設定について
センサアンプ 1台目：Ｈ'００　＝ B'０００００
センサアンプ 2台目：Ｈ'０１　＝ B'００００１
センサアンプ 3台目：Ｈ'０２　＝ B'０００１０
　　・
　　・
センサアンプ16台目：Ｈ'０Ｆ　＝ B'０１１１１

（*2）機種設定について
データを読み込んだセンサアンプの種類によっ
て
次のような値が返信されます。
　ファイバアンプ ：ＦＸ－３０１   → Ｈ'０1
　レーザアンプ   ：ＬＳ－４０３   → Ｈ'０２
　圧力アンプ      ：ＤＰＳ－４０１→ Ｈ'０３
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2.3　CC-Linkサイクリックデバイス割付（FX-301）

リモート入力(SC-GU2-C→マスタ)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス Fh Eh Dh Ch Bh Ah 9h 8h 7h 6h 5h 4h 3h 2h 1h 0h

リモートレジスタ(SC-GU2-C→マスタ)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス Fh Eh Dh Ch Bh Ah 9h 8h 7h 6h 5h 4h 3h 2h 1h 0h

リモート出力(マスタ→SC-GU2-C)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス Fh Eh Dh Ch Bh Ah 9h 8h 7h 6h 5h 4h 3h 2h 1h 0h

リモートレジ 目次

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス Fh Eh Dh Ch Bh Ah 9h 8h 7h 6h 5h 4h 3h 2h 1h 0h

RWw(2) HYS OUT1-タイマ時間

RWw(3) OUT2 OUT2-しきい値

Inpr Eco SPED

RWw(1) OUT1 OUT1-しきい値

PCTL
Key
Lock

RWw(0) 1
OUT1
L/d

OUT1-TIMER

ch設定(*1) 機種設定

RY(1) 未使用（システムで使用）

RY(0) 読込 書込
メイン
／詳細

RWr(2) HYS OUT1-タイマ時間

RWr(3) OUT2 OUT2-しきい値

Inpr Eco SPED

RWr(1) OUT1 OUT1-しきい値

PCTL
Key
Lock

RX(0) 読込

RX(1) 未使用（システムで使用）

書込
メイン
／詳細

ch設定 機種設定(*2）

RWr(0)
OUT2
L/d

OUT1
L/d

OUT1-TIMER

①

⑧ ⑨

⑦

③

①

②

④

⑥ ⑤

⑧ ⑨

⑦

③

①

②

④

⑥ ⑤

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

（*1）ch設定について
センサアンプ 1台目：Ｈ'００　＝ B'０００００
センサアンプ 2台目：Ｈ'０１　＝ B'００００１
センサアンプ 3台目：Ｈ'０２　＝ B'０００１０
　　・
　　・
センサアンプ16台目：Ｈ'０Ｆ　＝ B'０１１１１

（*2）機種設定について
データを読み込んだセンサアンプの種類によって
次のような値が返信されます。
　ファイバアンプ ：ＦＸ－３０１   → Ｈ'０1
　レーザアンプ   ：ＬＳ－４０３   → Ｈ'０２
　圧力アンプ      ：ＤＰＳ－４０１→ Ｈ'０３
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2.4　CC-Linkサイクリックデバイス割付（FX-501/502）

リモート入力(SC-GU2-C→マスタ)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス Fh Eh Dh Ch Bh Ah 9h 8h 7h 6h 5h 4h 3h 2h 1h 0h

リモートレジスタ(SC-GU2-C→マスタ)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス Fh Eh Dh Ch Bh Ah 9h 8h 7h 6h 5h 4h 3h 2h 1h 0h

リモート出力(マスタ→SC-GU2-C)

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス Fh Eh Dh Ch Bh Ah 9h 8h 7h 6h 5h 4h 3h 2h 1h 0h

リモートレジ 目次

bit 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デバイス Fh Eh Dh Ch Bh Ah 9h 8h 7h 6h 5h 4h 3h 2h 1h 0h

OUT2

RX(0) 読込

RX(1) 未使用（システムで使用）

書込 ch設定 機種設定(*2）

SPED

RWr(1) HYS OUT1-しきい値

OUT1
Tch-
Lock

Key
Lock

RWr(0)
OUT2
L/d

OUT1
L/d

OUT1-TIMER

RWr(2) Eco OUT1-タイマ時間

RWr(3) Pctl OUT2-しきい値

機種設定

RY(1) 未使用（システムで使用）

RY(0) 読込 書込 ch設定(*1)

RWw(3) Pctl OUT2-しきい値

SPED

RWw(1) HYS OUT1-しきい値

OUT1
Tch-
Lock

Key
Lock

OUT1-TIMER

RWw(2) Eco OUT1-タイマ時間

RWw(0)
OUT2
L/d

OUT1
L/d

OUT2

①

③

⑩

①

②

④

⑥

⑤

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑩

（*1）ch設定について
センサアンプ 1台目：Ｈ'００　＝ B'０００００
センサアンプ 2台目：Ｈ'０１　＝ B'００００１
センサアンプ 3台目：Ｈ'０２　＝ B'０００１０
　　・
　　・
センサアンプ16台目：Ｈ'０Ｆ　＝ B'０１１１１

（*2）機種設定について
データを読み込んだセンサアンプの種類によって
次のような値が返信されます。
　ファイバアンプ ：ＦＸ－３０１   → Ｈ'０1
　レーザアンプ   ：ＬＳ－４０３   → Ｈ'０２
　圧力アンプ      ：ＤＰＳ－４０１→ Ｈ'０３

⑦

⑨ ⑧

③

⑩

①

②

④

⑥

⑤

⑦

⑨ ⑧

⑨
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